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1-1 本稿の目的及び調査概要

調査概要

目的

災害への備えとその意識を合わせて分析し、その特性を明らかにすること

2 ページ

調査時期 2021.11

調査方法 Web

調査対象 全国・15-79歳

標本抽出方法 QUOTA SAMPLING 性別・年齢・都道府県で割付

サンプル数 9，072



3 ページ1-1.災害への備え及び意識
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4 ページ1-2．災害への備え クラスタ分析

クラスタ

積極派 消極派 個々に準備 まとめて
非常用持ち出し袋 0.77 0.14 0.00 1.00

医薬品 0.85 0.06 0.19 0.19

数日分の水・食糧 0.91 0.13 0.49 0.74

家具の固定 0.64 0.04 0.18 0.16

スマホ・ケータイ用モバイルバッテリー 0.87 0.13 0.42 0.30

懐中電灯 0.90 0.00 0.98 0.83

ハザードマップの所持 0.58 0.22 0.34 0.44

構成比 17 39 27 17



5 ページ1-3.備えクラスタ×認識（目的変数）

クラスタ 備え

積極派 まとめて 個々に準備 消極派

災害への
備えは十
分とお考
えですか

十分である 68 29 15 58

ある程度十分である 779 490 333 339

あまり十分ではない 586 823 1306 1235

十分ではない 107 191 833 1880

3群：消極対策、十分

4群：消極対策、不十分

１群：積極対策、十分

2群：積極対策、不十分



6 ページ1－4．判別グラフ

相関比η2＝0.14 相関比η2＝0.07
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7 ページ1－5.偏相関係数

1群（積極、十分）４群（消極、不十分） 2群（積極、不十分）3群（積極、十分）



8 ページ1－６.1軸 カテゴリースコア

４群（消極、不十分）>>==<<1群（積極、十分）



9 ページ1－６.1軸 カテゴリースコア

４群（消極、不十分）>>==<<1群（積極、十分）



10 ページ参考.2軸 カテゴリースコア

3群（消極、十分）>>==<<2群（積極、不十分）
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11 ページ参考.2軸 カテゴリースコア

3群（消極、十分）>>==<<2群（積極、不十分）

①



12 ページ1－7.備えクラスタ×認識
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相関比＝0.51



1－６.まとめ

【災害への備え・認識】
一定の相関がみられるが、一致ではない
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【消極的対策・認識不十分】
経済的ゆとりがない・気象リテラシーが低い・近所付き合いがない

【積極対策・認識十分と消極的対策・認識不十分】
心理的要素（心配性）との関連は低い



14 ページ1－7.備えクラスタ×認識
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15 ページ参考 クラスタ×実際の備え
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なし 少ない（1-2） 普通（3-4） 多い（5-7）


